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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」 45

沖縄県の動きをチェック！

沖
縄
県
国
民
保
護
協
議
会

「美ら島沖縄」2005.12「美ら島沖縄」2005.12

十　

月

十
一　

月

面
談  

額
賀
福
志
郎
防
衛
庁
長
官

平成17年10月１日現在推計

※前月比630人増
136万6,854人

人口

世帯

※前月比751世帯増
49万8,411世帯

沖縄の人口
世帯の動き

　

十
月
二
十
五
日
、
有
事
の
際
に
県
民
を
守
る
「
沖
縄

県
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、「
沖
縄
県
国

民
保
護
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。

　

初
会
合
と
な
る
今
回
は
、
県
や
警
察
、
自
衛
隊
、
指

定
公
共
機
関
と
な
っ
て
い
る
法
人
の
代
表
ら
四
十
名
が

出
席
し
、
国
民
保
護
法
の
概
要
や
計
画
の
構
成
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

会
長
の
稲
嶺
知
事
は
「
沖
縄
に
は
多
く
の
離
島
や
ア

メ
リ
カ
軍
基
地
が
あ
り
、
特
殊
事
情
に
配
慮
し
て
保
護

計
画
を
作
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

県
で
は
、
来
年
三
月
ま
で
に
計
画
の
策
定
を
目
指
し

て
い
る
。
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十
月
十
六
日
、
那
覇
市
で「
沖
縄
こ
ど
も
環
境
大
臣
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
か
れ
、
沖

縄
こ
ど
も
環
境
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
県
内
の
離
島
に
住
む
小
中
学
生
二
十
七
名

が
、離
島
に
お
け
る
環
境
問
題
と
そ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
沖
縄
こ
ど
も
環
境
大
臣
達

は
、
海
岸
や
砂
浜
に
多
く
の
ゴ
ミ 

が
漂

着
し
た
り
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
状
や
、

海
の
汚
染
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
出
席
し

た
小
池
百
合
子
環
境
大
臣
と
稲
嶺
知
事

に
報
告
し
た
。

　

な
お
、沖
縄
こ
ど
も
環
境
大
臣
の
任
期

は
、来
年
三
月
ま
で
。

　

提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
、
全
国
へ
情
報
発
信

さ
れ
る
。

額賀（ぬかが）防衛庁長官（写真左）と稲嶺知事

面談後のインタビュー

沖
縄
こ
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も

環
境
大
臣
サ
ミ
ッ
ト
開
催
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10月・11月の動き

　

十
一
月
八
日
、
米
軍
再
編
協
議
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
地
元
と
の
意

見
交
換
の
た
め
、
額
賀
（
ぬ
か
が
）
防
衛
庁
長
官
が
就
任
後
初
め
て
来

県
し
、県
庁
で
稲
嶺
知
事
と
面
談
し
た
。

　

面
談
後
、稲
嶺
知
事
は
、「
県
民
の
最
大
の
関
心
は
、普
天
間
飛
行
場

の
早
期
返
還
で
あ
る
。多
く
の
県
民
は
中
間
報
告
に
厳
し
い
意
見
を
持

っ
て
い
る
。沖
縄
の
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
安
定
が
図
ら
れ
な
い

と
日
米
同
盟
に
亀
裂
が
入
る
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
最
終
報
告
で
は
、
中

間
報
告
と
異
な
る
形
が
示
さ
れ
る
よ
う
、
そ
れ
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
、
額
賀
長
官
は
、「
最
終
合
意
に
向
か
っ
て
、
今

後
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
最
終
的
な
詰
め
が
終
わ
る
ま
で
、
よ
く
説
明

し
、
地
元
の
意
見
も
聞
き
、
そ
う
い
う
中
で
結
論
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

　

先
月
、
日
米
間
で
合
意
さ
れ
た
再
編
協
議
の
中
間
報
告
で
は
、
沖
縄

の
海
兵
隊
員
七
千
人
の
県
外
移
転
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
一
方
で
、焦
点

と
さ
れ
て
い
た
普
天
間
基
地
の
移
設
先
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
計
画
を

見
直
し
、「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
海
岸
線
の
区
域
と
こ
れ
に
近
接
す

る
大
浦
湾
の
水
域
を
結
ぶ
Ｌ
字
型
に
設
置
す
る
」
と
い
う
新
た
な
移

設
案
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。


